
18
年
前
に
門
司
に
引
っ
越
し
て
き
て
地

域
に
役
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、

里
親
を
始
め
ま
し
た
。
諸
事
情
に
よ
り
親

と
一
緒
に
住
む
こ
と
が
叶
わ
な
い
子
ど
も

達
と
の
生
活
を
共
に
し
て
い
る
な
か
、
主
任

児
童
委
員
の
お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
の
お
仕
事
は
、「
地
域
の
年
配

者
へ
の
対
応
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
存

じ
て
い
ま
し
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
主

任
児
童
委
員
を
拝
命
す
る
ま
で
、
子
ど
も

達
の
こ
と
を
専
門
に
担
当
す
る
方
も
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
の
び
の
び
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
入
学
説
明

会
、
学
校
訪
問
な
ど
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
感
染
症

流
行
以
降
は
多
く
の
行
事
が
中
止
と
な
り
、

子
ど
も
と
接
す
る
機
会
が
激
減
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
あ
れ
か
ら
5
年
が
過
ぎ
、
大

里
南
地
区
の
町
内
会
や
自
治
連
合
会
の
地

域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
子
ど
も
達
と
交
流

で
き
る
行
事
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
地

域
主
催
の
大
里
太
鼓
や
こ
ど
も
御
神
輿
で

は
「
つ
か
れ
た
ー
」
と
言
い
な
が
ら
笑
顔

が
あ
ふ
れ
ま
す
。
ま
た
大
里
南
小
学
校
で

は
、
運
動
会
に
地
域
の
大
人
が
参
加
す
る

種
目
を
準
備
し
て
く
だ
さ
り
声
援
が
飛
び

交
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
住
む
町
内
会

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
「
こ
ど
も
サ
ン
タ
」

が
『
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
』
を
合
言
葉
に

高
齢
者
の
方
々
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
い

ま
す
。

　
「
寒
い
中
あ
り
が
と
う
」「
小
さ
い
子
に

言
っ
て
も
ら
う
と
嬉
し
い
わ
」
等
々
、
年

配
者
の
笑
顔
に
接
す
る
子
ど
も
達
に
も
自

然
と
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
笑
顔
で
接

す
る
交
流
が
増
え
る
ほ
ど
子
ど
も
達
だ
け

で
は
な
く
地
域
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
の
預
か
る
里
子
に
限
ら
ず
、
家
庭
の

事
情
で
学
校
行
事
以
外
に
参
加
で
き
な
い

子
ど
も
達
に
は
「
親
以
外
の
大
人
と
の
楽

し
い
時
間
」
が
と
て
も
大
切
な
思
い
出
に

な
り
、
豊
か
な
成
長
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
達
が
参

加
し
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え

る
様
に
、
地

域
に
住
む

方
々
と
協
力

し
合
い
、
こ

れ
か
ら
も
頑

張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
域
の
概
要

枝
光
二
区
は
２
０
２
２
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
ジ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
北
九
州
」

の
東
側
に
広
が
る
傾
斜
地
に
位
置
し
、
世

帯
数
２
６
３
６
世
帯
・
総
人
口
は
４
６
８

３
人
で
高
齢
化
率
は
37
％
と
高
い
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
民
児
協
は
世
帯
担
当
委
員
10
名
、

主
任
児
童
委
員
２
名
で
構
成
さ
れ
、
見
守

り
活
動
を
通
じ
て
実
情
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。

活
動
状
況

現
状
、
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど

が
増
加
す
る
な
か
、
各
民
生
委
員
だ
け
で

の
対
応
に
は
限
界
も
あ
り
、
地
域
の
各
団

体
と
連
携
し
た
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
枝
光
二
区
で

は
２
０
１
９
年
か
ら
各
民
生
委
員
と
担
当

エ
リ
ア
の
自
治
会
長
や
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
等
で
９
つ
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
連

携
し
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
自
治
会
長
と
は
実
務
面
で
の
役
割

が
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、

個
人
情
報
の
保
護
を
図
り
つ
つ
、
民
生
委

員
が
自
治
会
未
加
入
者
を
優
先
し
、
自
治

会
の
加
入
者
は
自
治
会
長
が
見
守
り
な
が

ら
、
問
題
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
は
連

携
を
図
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
中
で
各
団
体
が
大
切
に

し
て
い
る
柱
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
無
理
」

を
し
な
い
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
地
域
の
活

動
に
使
え
る
時
間
は
異
な
り
ま
す
。
会
議

で
あ
っ
て
も
、
地
域
行
事
で
あ
っ
て
も
、

全
て
に
参
加
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

無
理
な
く
参
加
で
き
る
時
間
の
中
で
、

一
緒
に
課
題
を
共
有
で
き
る
仲
間
と
し
て
、

ま
た
改
善
に
向
け
た
活
動
を
す
る
な
か
、

次
世
代
の
人
達
と
も
同
様
に
連
携
を
深
め

た
活
動
を
展
開
し
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

●発行／北九州市民生委員児童委員協議会　●発行者／会長 中杉 長男　●企画・編集／広報委員会
〠804-0067 北九州市戸畑区汐井町1番6号 ウェルとばた８階　北九州市社会福祉協議会内　☎093-873-1296／FAX093-873-1351
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「
地
域
と
共
に
」

門
司
区
大
里
南
地
区

　
　
　
　

  

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

主
任
児
童
委
員

楓　

省
二

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・

助
け
合
い
の
ま
ち
枝
光
二
区

八
幡
東
区
枝
光
第
二
地
区

　
　
　
　

  

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長

宮
地　

久
男

A
主
任
児
童
委
員
は
担
当
地
区
を
持
た
ず
、活
動
範
囲
が
広
い
た
め
、個
々
の
世
帯
の
詳
し
い
状
況
把
握
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、個
々
の
世
帯
の
状
況
把
握
や
継
続
的
な
見
守
り

に
つ
い
て
は
担
当
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、お
互
い
に
連
携・協
働
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

Q
な
ぜ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
情
報
共
有
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

支え合う
　住みよい社会

　地域から

令和７年２月１日現在、北九州市の民生委員・児童委員の定数は、1,５９３名（１
３３地区）ですが、５２名の欠員があり、実際には 1,５４１名の方が市内で活
動しています。
今年の１２月には、３年に一度の「一斉改選」が行われ、定年を迎える等の

理由で退任される予定の民生委員・児童委員がおられます。
そこで、退任される委員の後を継いで新たにお迎えする民生委員・児童委員

が、安心して活動を開始できるような環境づくりを進めていく必要があります。
本号と次号では、地域住民の身近な相談役として永年ご尽力され、今期をもっ

て退任される民生委員・児童委員の方々より、これまでの活動を振り返っての
思いや、次代を担う民生委員・児童委員の皆さまへのメッセージをいただきま
したので、ご紹介します。

主任児童委員から世帯担当
へと代わり、二十数年経過しま
した。また、担当エリアも一度
変わってしまい、一からエリア
内を歩いて福祉台帳の確認、
受け持ち世帯数の把握に努め
ました。
一戸建てとマンションでは、

対応方法の違いがあると諸先輩
方に教えていただき、少しずつ
役目に慣れてきたところです。
これからも、地域住民の方

と行政の橋渡しを円滑に進め
るお手伝いの一助となれば私
も幸いです。

日頃の会話の中でもさり気
なく近況を聴き取り、困りごと
があれば社協や役所などに繋
ぎながら早や二十余年。人と人
とをつなぎ、見守り、安心を届
けることは私たちの大きな役割
の一つです。地域の生活課題
は複雑多様化しており、住民
の身近な相談役である民生委
員・児童委員の存在はますま
す重要となっています。一層の
活躍を期待しています。

民生委員の役割もよくわから
ずに引き受け２０年、それまで
は会社務めで近隣の人達とも
交流はありませんでしたが地域
の行事、相談事を通じていろん
な人と知り合いになりました。
昨今は個人情報保護の観点

から活動が難しくなりましたが
親しくなった方々からの連絡、
情報提供等によりそれなりの
活動が出来ました。
今後も活躍される皆様にお

かれましては同僚や自治会、行
政と相談し無理なく活動を継続
して頂きたいと思います。

特集 「一斉改選」に向けて

小倉南区沼地区
民生委員児童委員協議会
会長　中村　亀夫

小倉北区到津地区
民生委員児童委員協議会
会長　山本　千恵子

門司区大里南地区
民生委員児童委員協議会
会長　福島　聖晃

自治会加入世帯
自治会

見守り・サポート

民生委員・自治会長連携体制

自治会未加入世帯
民生委員

優先見守り・サポート

自治会長達との連携 月例会

門司区 小倉南区小倉北区
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報告

♬第41回リレーエッセイ

次回は、八幡東区の民生委員・児童委員さんです。お楽しみに♥

若
松
区
若
松
中
央
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

広
報
委
員（
戸
畑
区
）  

内
田　
智
子

主
任
児
童
委
員
若
松　

絵
理
子

編
集
後
記

　
若
松
で
有
名
な
神
社
と
い
え
ば
「
若

松
恵
比
須
神
社
」
が
思
い
浮
か
ぶ
か

と
思
い
ま
す
。
春
と
秋
の
大
祭
は
「
お

え
べ
っ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
古
く
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
５
年

の
春
季
大
祭
の
時
に
、
73
名
の
犠
牲

者
を
出
す
若
戸
渡
船
転
覆
事
故
が
起

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
は
渡
船

に
乗
っ
て
恵
比
須
祭
り
に
行
か
れ
る

方
も
多
く
、
身
動
き
が
取
れ
な
い
ほ

ど
の
賑
わ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
近

年
で
は
出
店
の
数
も
減
り
、
往
時
の

人
出
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
お
祭
り
で
す
。

　
若
松
区
の
民
児
協
で
は
、
歳
末
助

け
合
い
募
金
の
呼
び
か
け
を
各
地
区

で
行
っ
て
い
ま
す
。
従
来
、
若
松
駅

周
辺
の
商
業
施
設
で
行
っ
て
い
た
地

区
が
、
建
て
替
え
工
事
に
伴
い
、
今

回
は
恵
比
須
祭
り
の
期
間
中
に
参
道

脇
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
お

祀
り
さ
れ
て
い
る
恵
比
須
さ
ま
と
大

黒
さ
ま
の
お
取
り
計
ら
い
か
、
財
布

の
紐
が
緩
ん
だ
参
拝
客
か
ら
お
札
を

入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
…
。　
　

　
　
次
回
も
参
道
脇
で
の
募
金
活
動

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
他
区
の

皆
さ
ん
も
「
お
え
べ
っ
さ
ん
」
に
足

を
運
ば
れ
て
み
て
は
？
一
同
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
「
民
児
協
だ
よ
り
」
56
号
を
発
行
す

る
に
あ
た
り
、
原
稿
を
寄
せ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
は
、
3
年
に
1
度
の一
斉
改
選

の
年
で
す
。

「
わ
が
地
域
な
り
手
確
保
に
苦
戦
中
」

民
生
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り

地
域
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
元
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
増
田
常
廣
氏

（
小
倉
南
区
）
が
藍
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

職
務
に
精
励
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
在
任

20
年
以
上
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
、
民
生
委
員
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
が
顕
著
な
地

区
民
児
協
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
社
会
福
祉
・
教
育
文
化
な
ど

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
本

市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
市
民
が
称
え
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
の
日
頃
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

令
和
6
年
度
は
１
１
０
名
の
委

員
が
社
会
福
祉
功
労
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
え
べ
っ
さ
ん
」で

　
募
金
活
動

5月12日の「民生委員・児童委員の日」からの活動強化週間及び一斉取
り組み日に合わせ、民生委員・児童委員活動啓発パネル展を実施します。
また、5月24日はウェルとばたにご来場の方に向けて、オープンカフェ形
式でのPR活動を行います。開催の周知について、ご協力をお願いします。

令和６年度主任児童委員研修会

報告 令和６年度 新任民生委員・児童委員研修会

特集 民生委員・児童委員　選任要件の見直しについて

現　状

民生委員
（世帯担当）

主任児童委員

・【新任】
・【再任】

７５歳未満
７５歳未満、理由書の提出に
より、１期のみ再任可

・【新任】
・【再任】

原則５５歳未満
原則５９歳以下、６０歳過ぎ
ての再任は１度限り

・【新任】
・【再任】

変更なし
健康状態を充分に勘案し、今後の
活動に支障がない場合は再任可

・【新任】
・【再任】

６５歳未満
健康状態を充分に勘案し、今後の
活動に支障がない場合は再任可

見直し後（令和７年４月から）

日程：令和７年１月３１日（金）　　場所：ウェルとばた３階　中ホール

日程：令和６年１２月１１日（水）　場所：ウェルとばた３階　中ホール

研修会の様子（当日の参加者は１１９名）

民生委員・児童委員、主任児童委員としての基本的な活動や注意点と、本市での児童虐待防止の取り組みや対応、
障害福祉施策や福祉協力員との連携等について、行政の担当部署や北九州市社会福祉協議会から説明いただきまし
た。また、北九州市民生委員児童委員協議会の森野 惠子 筆頭副会長からは、先輩委員からのアドバイスと題して、
活動する上でのポイントをお話しいただきました。地域に顔を知ってもらい、相談してもらえる関係づくりを行うこと
の大切さや、ひとり
で抱え込まないよう
にすることなど、今
後の参考となる学び
を多く得ることがで
きました。最後の質
疑応答では、日々
の活動に関して活発
に質問が飛び交う、
大変充実した研修会
となりました。

福岡県立大学 奥村 賢一 先生から、「子どもの権利と地域の役割 ～今、私たちにできることを考える～」をテーマ
にこども基本法の施行から児童虐待の実状、子どもとの関わり方などについて、幅広くご講演いただきました。

また、スクールソーシャルワー
カーでの経験など、奥村先生自身
のエピソードを交えながら、分か
りやすくご教示いただきました。
子どもや子育て家庭を取り巻く

環境が複雑化していく中で、地域
の主任児童委員としてどのように
関わりをもっていくべきか改めて
考える機会となり、今後の主任児
童委員活動を行う上で、大変参考
となる研修となりました。

北九州市では、選任要件の緩和に向け検討していた厚生労働省の方針や市内
１３３の地区会長のアンケート結果を踏まえ、次のとおり年齢要件の見直しを行
いました。民生委員児童委員協議会としては、引き続き社会情勢の変化などを
念頭に置きながら、今後も市と意見交換を行っていきたいと考えています。

森野 惠子 筆頭副会長から今後の活動について
アドバイスをいただきました。

約160名の参加者（主任児童委員及び世帯担当委員）が
参加し、子どもの権利と地域の役割について学びました。

福岡県立大学　奥村 賢一 先生
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ご受賞おめでとうございます

お知らせ
民生委員・児童委員活動啓発イベント

令和７年度

日　時：5月9日（金）～26日（月） 8時～22時
　　　（初日は13時から、最終日は16時まで）

会　場：ウェルとばた2階
　　　　　　交流プラザ（戸畑区汐井町1-6）

※オープンカフェは、５月２４日（土）のみ開催。１１時～１５時まで

昨年の様子
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